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人の暮らしを豊かに（デザインや工芸など）単元名 配当時間 1時間

単元の目標 (1) さまざまなデザインの「装飾性・伝達性・機能性」を考え，生活の中に生きるデザインの有用
　性や役割について理解することができる。
(3) 生活の中にあるデザインに気付き，そのデザインの担う「装飾性・伝達性・機能性」を見つけ
　ようとする。

標準的な展開例 10270201_001

学　　　習　　　活　　　動

 1　生活の中にあるデザインを認識し，生徒同士などで話し
　合う。
　ｏ生活の中にあるデザインを想起する。
　★デザインが果たす役割とは何だろう。
　ｏ教科書の作品について考える。
　　　・壁紙の模様（ウィリアム・モリス）
　　　・ポスター（亀倉雄策）
　　　・スツール（柳宗理）
　
　
　
　ｏ生活の中のデザインを観点ごとに分け，生徒それぞれの
　　生活様式を伝え合う。
　
　
　
　
　
　
　

留　意　事　項　な　ど

　
　
　
　
・それぞれの作品のよさを話し合う。
　それぞれのよさが｢装飾性・伝達性・機能性｣
　につながっていることに気付かせる。
【評】さまざまなデザインの「装飾性・伝達性
　・機能性」を考え，生活の中に生きるデザイ
　ンの有用性や役割について理解する活動を通
　して「知識・技能」を評価する。
・「装飾性・伝達性・機能性」の観点で生活の
　中のデザインを見直すことで，生徒それぞれ
　の大切にしている感性が分かる。伝え合うこ
　とで，互いのことをより知ることができ，他
　者理解にもつながる。
【評】生活の中にあるデザインに気付き，その
　デザインの担う「装飾性・伝達性・機能性」
　を見つけようとする活動を通して「主体的に
　学習に取り組む態度」を評価する。

【　備　考　】
　本単元では，生徒それぞれがさまざまなデザインに囲まれて生活していることに気付き，今後の制作の意欲付
けにしていくことを目的としている。「装飾性・伝達性・機能性」を観点として生活を見直すことで，生活の中
のデザインに気付かせていきたい。また，生徒間で意見を共有することにより生活様式の多様性にも気付かせて
いきたい。
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